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古
文

漢
文

13

1

宋＊

人ニ

或リ
㆔

得テ
㆑

玉ヲ

献ズ
ル
モ
ノ

㆓

諸こ
れ
ヲ

子＊
し

罕か
ん
ニ㆒。

子　

罕　

弗
㆑

受ケ

。
献ズ

ル㆑

玉ヲ　

者　

曰ハ
ク、

「①
以テ

示ス
ニ㆓

玉ぎ
よ
く

＊

人じ
ん
ニ㆒、

玉　

人

上
質
な
宝
玉
だ
と

以テ

為な
ス㆑

宝ト

也＊

。
故ニ

わ
ざ
わ
ざ

敢ヘ
テ

献ズ
ト㆑

之ヲ

。」　

子　

罕　

曰ハ
ク、

「
我ハ

以テ
㆑

不ル
ヲ㆑

貪ラ

為シ
㆑

宝ト

、
爾ハ

以テ
㆑

玉ヲ

為ス
㆑

宝ト

。②
若も

シ

以テ

与ヘ
バ㆑

我ニ

、
皆　

喪う
し
な
フ㆑

宝ヲ　

也
。
不ト
㆑

若し
カ㆔

人ゴ
ト
ニ

有ス
ル
ニ

㆓

其ノ

宝ヲ
㆒。」

＊
宋
…
春
秋
時
代
の
国
。

＊
子
罕
…
宋
の
大
夫
。

＊
玉
人
…
玉
石
細
工
の
匠
。

＊
也
…
こ
こ
で
は
置
き
字
。

語
注

「
春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

左さ

氏し

伝で
ん

」

◆
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

問
１　

傍
線
部
①
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア　

手
に
入
れ
た
玉
を
宋
の
人
が
玉
石
細
工
の
匠
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
と
い
う
こ
と
。

イ　

み
が
き
上
げ
た
玉
を
玉
石
細
工
の
匠
が
宋
の
人
に
指
し
示
し
て
、
と
い
う
こ
と
。

ウ　

宋
の
人
か
ら
も
ら
っ
た
玉
を
玉
石
細
工
の
匠
が
見
て
み
る
と
、
と
い
う
こ
と
。

エ　

宋
の
人
に
与
え
た
玉
を
玉
石
細
工
の
匠
が
持
ち
出
し
て
き
て
、
と
い
う
こ
と
。

問
２　

傍
線
部
②
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
な
る
と
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア　

子
罕
が
玉
を
受
け
取
る
と
、
宋
の
人
は
信
条
を
失
う
と
い
う
こ
と
。

イ　

宋
の
人
に
玉
を
与
え
る
と
、
子
罕
は
財
宝
を
失
う
と
い
う
こ
と
。

ウ　

子
罕
が
玉
を
受
け
取
る
と
、
子
罕
は
信
条
を
、
宋
の
人
は
財
宝
を
失
う
と
い
う
こ
と
。

エ　

宋
の
人
に
玉
を
与
え
る
と
、
子
罕
は
財
宝
を
、
宋
の
人
は
信
条
を
失
う
と
い
う
こ
と
。
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28

13

「
春
秋
左
氏
伝
」

復 習

　
　
　

波
線
部
㋐
㋑
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
平
仮
名
で
答

え
よ
。（
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
る
こ
と
。）
あ
わ
せ
て
、
本
文

中
で
の
意
味
を
答
え
よ
。

㋐
読
み
〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕　

意
味
〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕

㋑
読
み
〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕　

意
味
〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕

そ
の
他
の
覚
え
て
お
き
た
い
語
・
句
形

以テ

為ス
㆑
Ａト

読
も
つ
テ
Ａ
ト
な
ス

訳
Ａ
だ
と
考
え
る
・
Ａ
だ
と
み
な
す

以テ
㆑
Ａヲ

為ス
㆑
Ｂト

読
Ａ
ヲ
も
つ
テ
Ｂ
ト
な
ス

訳
Ａ
を
Ｂ
だ
と
考
え
る

若シ

Ａ（
セ
）バ

読
も
シ
Ａ（
セ
）バ　

訳
も
し
Ａ
な
ら
ば

不
㆑
若カ
㆑
Ａニ

読
Ａ
ニ
し
カ
ず　
　

訳
Ａ
の
ほ
う
が
よ
い

（
Ａ
に
及
ば
な
い
）

語句
Ｑ

1

宋

人ニ

或リ
㆔

得テ
㆑

玉ヲ

献ズ
ル
モ
ノ

㆓

諸こ
れ
ヲ

子し

罕か
ん
ニ㆒。

子　

罕

⌇⌇
㋐
弗
㆑

受ケ

。
献ズ

ル㆑

玉ヲ　

者　

曰ハ
ク、

「
以テ

示ス
ニ㆓

玉ぎ
よ
く

人じ
ん
ニ㆒、

玉　

人
Ⅰ
以テ

為な
ス㆑

宝ト　

也
。㋑
故ニ⌇⌇

敢ヘ
テ

献ズ
ト㆑

之ヲ

。」　

子　

罕　

曰ハ
ク、

「Ⅱ
我ハ

以テ
㆑

不ル
ヲ㆑

貪ラ

為シ
㆑

宝ト

、
爾ハ

以テ
㆑

玉ヲ

為ス
㆑

宝ト

。Ⅲ
若も

シ

以テ

与ヘ
バ㆑

我ニ

、
皆　

喪う
し
な
フ㆑

宝ヲ　

也
。Ⅳ
不ト
㆑

若し
カ㆔

人ゴ
ト
ニ

有ス
ル
ニ

㆓

其ノ

宝ヲ
㆒。」

目的語
　
　
　
　
　
　
　
　
を

目的語
　
　
　
　
　
　
　
　
を

書き下し文

書き下し文

書き下し文

　主語・ 
目的語
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
を

書き下し文

（
。」
と
。）

　
　
　

傍
線
部
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
つ
い
て
、
書
き
下
し
文
を
本
文
横
の

に
記
せ
。

　
　
　

点
線
部
の
左
横
の

に
省
略
さ
れ
た
語
句
を
記
せ
。（
本
文
中
の
語
句
で
答
え
る
こ
と
。）

省略
Ｑ

句形
Ｑ

正答数

11

名　前 　
　
　
年
　
　
　
組
　
　
　
番

検 印


